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湿
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摂
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ず
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仁
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。
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》
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菌
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て
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会場

.j- 24口 大野公民Jtu 荘、以会民間1
o' 258 tn.i聖公民館花水公民館
9 26日 抑留公民総?ifii.rBi~l立f1ù
?-27日中原公民館
t' 28日平塚市f('Xi防
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対象年齢が変更に/

むE宝沼ぜ吉・ジフテヨア..臣傷嵐混
合予防接認。，r;'Jl月j.!U主nil?3 iJ)月
古=ら尚2tl~まで。 2WJ ・ WIが完
了した人で、 lJ.tJlの3閉めから1'T' 

ずさ 2[[たっていないがJ

霊 盟対重表・詰寄1裁までの赤ちゃんなら
沢支所 i 

i どなたでも受けられます。当釘は
4)11 接登印公民館経路時公 ii 百王子宅f~Ilを芯れずにê-\ーってきてほ

民館器主主J首公民館 i 
i しい0

?- 58 金自公民該自平塚保健所 ii 臨時間 s午前古前部分-1日1:n051
自宅主主 i 

i 顕巡回自宅謹
6 El 大聖子公民自J:fZm託公民館 i 

2 Jl 15 日〈方ミ〉街{]I!~宮i:-:Lt作J
，p 98 λ幡公民熔棋内沼地策 i

i ?' 22日仁木〉吉沢公i主張1
会場 i 

3月 1汀〈木〉金回公民館
10白 須間公s:;fti1 12，水公民館 i

1" 8 G ひっこ上陸公民間
d-12臼 神間公民恕出金沼公民館 i

?' 15日〈木〉民間公L己責H
'" 13日中原公民館 i 

~ 228 (木〉金包公t"(血;ρJ4円羽ZWf匂俣病院 審

官 虹ケ浜3の24 ノj、i0，~詰作所主立正容
の府}if久夫さん (26)と麦茶子さん
(25)の長男、 6か乃島身長65市修
体遺 7.5九。離乳をはじ明てから丁
度 1!1肉、もう、ちやわんいっぱい
のと三はんをベロDとたいらげる大食
家主生まれてからてまだお臣王者さん

にかかったととがない健康優良児

です。パノミは以田県、ママはノト泊旅

ftjの出身。約一子ち{'んのお淀主主日は

17年 SJJ5Dです。

沢:支1タ

3万1L1臼 架設fll公民館務f弔師会 3月初日須賀会民館花京公民館

民館法拡凶公民館 I .:-22司令I!EEl公民間※金ffI公民館
? 15臼全日公史的平家保健所! ? 23ロ中原:8;民館

E建立 t 24臼 平塚市関税
d-16臼 大野公氏自.f;(.;sjt公民館!盟 (3釘め〉
.t 19日八郎沢氏名I 娯γ、日え 4J'l3El "山公民館張中丸焚協 t

2Jヲ1813(務〕
〈午前8持305ラコ

暴露よ狭

f小さな木応j

r~左翼3をJßぅ少年J

おとな・こ

シネサロ
購入場務望者は往復ハ;!jキ!こ住所、

氏名、年齢、職業苦椀10のうえ、

平揮市民センターへ。(平諦新窃

93自3

しめき自{ま2月208，ミヨぞ

韓問い合わせ〈笥32-2235)

霊童とき.Zfi25B 
開場午後1時30分
間潔午後2時

豊富会場。市渓センター

襲霊世主!3・交響曲第3慈変ホf堅調
f英雄!
ヴァイオロン協輿砲など

1事
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山

(ひのg)の一本造担‘像
202 :高約1メートノレ2仏右手で，cfl主主
むすび、山手(こJ羽田，1立を持った
郎lJEなおr必在、U:じめから賦彩

されごいなかったようである。

高潮輔務 j蛍通こうした副日践は、金位ま
平塚市大悼の顎守翁木 CよlJiばゆく制'1'しされているもので
主〉神社が相撲I11に関連を持つjあるが、こ白地にそれがないの
己社であるζ とはかつてζ白繍iは珍らしい肘J-Cあみa たぶん、
lこ伏せたζ とがある。~，附ま火 1 ITi::.qliJfにのfムl刷九刊誌でIlJilJあ
巴民命ておおなもちむみこと)iげ、切 iゼらえ工かったものと
沖吠のありさまからみても、かi考えられるョ
なりのi当社であることが5なず! 立内には、弘山太仰の悔やh
ける。神さまの町民などもあったが、

ζ 馴惜の裏手に、元寄木ILJi，寄り到iに出、ものはなかった。
掛討寺とさった寺白@'s:世カ溺; しかし、の主ffi):.fl唱のか
Uしといる。 τ :たわらに、粘な}じをした訪迩

組主宇部三士、江戸時代には鈴木 1 の型制位向巴は象があった。

&1押さ上のB住当百、苦は相当な規j頭部の入ときさに比較し ζ脱拡f
棋の話宗寺院であったらしいi毘iiJ，く、 ト月良部1)¥ふくらんで加
が、胆;治初年、神仏刀切離されjて、飛品川人に'(/J掛たるものが
たと主、描内 Cょこうち〉の智 j ある。台f1~の剖よ鮮IJ且でな加
底抗ぐ現在の神田寺〉と合併し;ヵヘ/]戸時代中JIJlのもりである
たため賂寺とな仏建物もちい150かつて湘々の太踊足掛間出
さくなってしまったむである。 Irζ白石治制?王を史的は悼給鵠
現在白ささやかな観音盤に11ほと呼ぴ、 ζ の恨の腹部へ布を
は、豆腐の国子 ζづし3に、菖ui桂きつけて官fl:h その布を婦人
組L!t昔話f連立慢が躯おさまっ!が締め会と、不J8，議に~l[jIJで臣室
ている。 ζの盟主は、言7木明神む:L}iな子ご在に弛まれるという呂加
不均fムで、:むくから{湖行基のff' 1~えがあるJ と占って b ら品
仏といわれている iた。

ρ 人口J幻

1地73.179人
!llf 42，089人(10，687v ) 
E日 4，053人(j， 021 d・3
日 16，009人(4，]14 d' ) 
砧 4，000人 ( 975d') 
蛸 3，518人( 860 d' ) 
a 5，012人 (1，360d')
1出]4， 612人(3，917 d' ) 
沢 4，714人(j，035d')
思 9，444人(3，159 .. ) 
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